
「朝の居場所づくり」の取組状況について

＜報告内容＞

１ これまでの取組状況

２ 本市における「朝の居場所」の考え方

３ 先行モデル実施について
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⑴ 令和８年３月 「第３次川崎市教育振興基本計画 かわさき教育プラン第１期実施計画」策定

保護者の安心と子どもの安全を守るため、地域の人材を活用し、小学校の始業前から児童を受け入れる「朝の居場所」づく
りを進めることを位置付け、朝の居場所開設校を令和８年度から全校設置に向け順次拡大することとした。

⑵ 令和８年３月 「令和８年度川崎市予算について」

朝の居場所づくり事業について、令和8年度は、各区１校での実施を予定し、「学校の朝の居場所づくりの推進」の予算として
22,264千円を計上した。

⑶ 令和８年4月～ 「小学校の朝の状況の現地調査」

朝の居場所づくり事業のモデル実施等を見据え、令和8年4月以降、これまでに、概ね全115校の朝の状況を現地調査し、校
門前や昇降口前で待機する児童数等を確認した。

「朝の居場所づくり」の取組状況について

１ これまでの取組状況

・「校門前で待つ児童」は、ほとんどいない
・早く来る児童は「昇降口前」で待機

校門開錠時間が7時45分以前の学校 ＜70校＞

・「校門前で待つ児童」（開錠10分前） ＝ 平均 5.9人
・「校門前で待つ児童」（開錠5分前） ＝ 平均 16.8人
・「校門前で待つ児童」(開錠直前)      ＝ 平均 37.8人

校門開錠時間が7時45分より後の学校 ＜45校＞
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「朝の居場所づくり」の取組状況について

２ 本市における「朝の居場所」の考え方

“ 子どもたちが落ち着いて一日のスタートを切ることができる安心の居場所 ”

⑴ コンセプト

子どものための事業と捉えた事業設計を進め子ども・保護者・地域・学校それぞれに資する取組としていく

⑵ 4つのポイント

学校管理下外の
事業として実施

地域人材中心の運営 教育的付加価値の創出
学校開校日は

毎朝屋内で運営

地域とつながる！

⑶ 「モデル事業」を市内３校で先行開始

上記のコンセプトやポイントを踏まえ、地域の協力を得ながら見守り体制を構築することを前提に、児童の待
機状況、学校敷地内の動線確認や諸室の配置等を総合的に考慮するとともに、本格実施に向けた検証期間を
確保するため、できるだけ早期のモデル事業実施着手を目指して、学校や地域と意見交換しながらモデル実施
校の選定調整を進め、体制が整った新小倉小学校（幸区）、久本小学校（高津区）、犬蔵小学校（宮前区）で、令和
8年7月6日にモデル事業を先行開始した。

落ち着いた
一日のスタート！安心して

送り出せる！
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「朝の居場所づくり」の取組状況について

３ 先行モデル実施について

⑴ 先行モデル実施目的と今後の展開イメージ

115校それぞれ、施設条件、朝の状況、地域人材の状況等が異なる中、「朝の居場所づくり」事業を効果的に実施
していくために、基本的なコンセプトやポイント等を設定しながら、体制が整った３校においてモデル実施を開始し、
実施を通じて「効果」と「課題」を検証しながら、柔軟に次の実施に反映させていく。

☞ モデル実施を通じて、アンケート調査等を実施しながら、事業内容や運営マニュアルを適時、細やかに
ブラッシュアップしていく

犬蔵小（宮前区）久本小（高津区）新小倉小（幸区）

読み聞かせをしている地域人材

（地縁人材中心に実行委員会化を

目指し運営するモデル）

NPO法人

高津総合型スポーツクラブSELF

（地域管理校等による運営モデル）

NPO法人はたらくらす

（地域に根差す団体による運営モデル)
運営主体

新小倉小 久本小 犬蔵小 4



「朝の居場所づくり」の取組状況について

⑵ 先行モデル実施における運営内容

～8:308:00頃7:30～ （居場所運営）7:20 （運営準備）

• 日報作成

• 特記事項等の学校への引継ぎ

• 片付け

• 登校開始時間等に合わせて

児童を教室に誘導

• 校門等で児童を受入れ・誘導

• 図書室等で居場所運営、児童

は読書・勉強等をして過ごす

• 警備解除

• 校門開錠

• 児童受入準備

☞ 朝の居場所運営の基本的パターン

☞ 朝の居場所運営の具体的事項

利用対象

実施校に通う全児童が対象

利用者・運営者の保険

市が一括して加入

利用登録・利用時申込

利用登録等不要

活動内容

朝読、宿題、見守りスタッフと

の会話などの静的活動

⑶ 先行モデル実施における利用状況等 ※7月6日(月)～10日(金)の5日間の平均値

新小倉小学校 久本小学校 犬蔵小学校

平均利用人数＝48.8人
（内訳）
1年生＝15.6人 2年生＝12.6人
3年生＝14.2人 4年生＝ 3.4人
5年生＝ 2.8人 6年生＝ 0.2人

平均利用人数＝32.2人
（内訳）
1年生＝ 1.4人 2年生＝ 6.8人
3年生＝ 3.0人 4年生＝ 9.2人
5年生＝ 5.4人 6年生＝ 6.4人

平均利用人数＝27.2人
（内訳）
1年生＝ 2.6人 2年生＝ 2.8人
3年生＝ 1.4人 4年生＝１３.4人
5年生＝ 2.8人 6年生＝ 4.2人
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